




要約:家庭で児に問題があった時の相談相手としては家族が最も多い。医師と答えた者は

NICU 児の母 62%、正常児の母43%で前者が高かった。保健婦は相談相手として最も少ない。

家庭での養育上問題となることは、栄養法(母乳栄養、離乳のすすめ方)、健康状態(発熱・

下痢)、内服薬に関することである。


